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ム の 個体発生学的検討

　 1。前脳 ・上位脳幹

　　稲垣 忍 ， 塩坂 貞夫 ， 阪 中雅広 ，

　　高月権
一

， 仙波恵 美子 ， 高木 宏 ，

　　遠寓正弥

　　 （大阪大学 ・医学 部 ・高次研解剖 ）
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　 lle下位脳 幹

　　阪中雅広 ， 塩坂 貞夫 ， 稲垣　忍 ，

　　高木　宏 ， 仙波恵美子 ， 高月権
一

，

　　遠山 正 弥

　　（大 阪 大 学 ・医 学部 ・高次研 解剖 ）

サ ブ ス タ ン ス P （SP ）は 中枢神経 内の 殆ん ど

の 部位に認め られ る。とb わけ脊髄の SP は

大部分
一次知覚 ニ ュー ロ ン の 神経終末に 局在

する もの と考え られ て い る 。 最近 で は この
一

次知覚ニ ュー ロ ン 内の S1 〕

に加桑．　s 線条体一

黒 質 SP 路 ， 手綱
一

脚 問核 SP 路 b 偏桃核内

SP 路等 の 存在 が推 測され て い る 。 今 回我 々

は 中枢内 SP の 機能的 役割を推測す る一一
環 と

して 個体発生 学的 に前脳及 び上位脳幹の い か

な る 部位に い か な る 時 期に SP 陽性構造が 出

現す る か に つ い て 検討を加 えた 。

　材 料及 び力法 ： 胎生 及び生後各時期 の ラ ッ

トをZambonj 液で 灌流固定後 源 結切片を作成

し澗 接螢光抗 体法臨 SP 陽性構造 を証明した 。

　 結果 ：生後一週 間の ラヅ トでは 前脳及び 上位

脳幹 の 殆ん どの 部位 に認 め られ た 。 と りわけ

側坐核 s 線状体 ，対角帯 j 中隔野 ，視床 下部諞

桃体 ，
F ・ re 　1 野 ，黒 質等に 豊富な終末が 認 め ら

れ ， 陽性細胞 も分界条床核 ，線伏体 s 中隔野 及

び視床下部領域 等に相当数の 陽性細胞が認め

られ
、他 の 前脳 各部位 に もSP 陽性 細胞 は 散在

し観察さ れ る 。 こ れ らの 陽性構造は生後 1〜

3 週聞齢 の ラ ッ トで 最 も強 く観察さ れた 。 各

部位の SP の 個体発生 に つ き よ b詳細 に 報告

す る 。

最 近の 免疫組織化学的な研究は 中枢内ペ プタ

イ ドが神経伝達等 に 重要 な 役溺を果 して い る

事を明らカに してきた 。 我 々 は各種
（ウ ヲ イ トの 形

態学的研究 を進め て きた が ， その 中で ソ マ ト

ス タ チ ン （SftlF ）は胎生期 より出現 して い

る 事よbneur。h ・ nn 。 ne 鰍 慰 neur   ・dulator と

して の 概念 に 加 え ，
S ［U 　Fは ncur   〕aturat 。 r

として の 機能 的意義を有す る もの で はない か

との 推 論に到 っ た 。 今 回我 々 は サ ブ ス タ ン ス P

（SP ）を と りあげ下位脳幹 の SP 陽陸構造 を

個体発生学 的 に 検 討 を加え SRIF 及び ＝ ・±一

ロ テン シツ 〔NT ）s
エ ン クフ ァ リン （llnk）の そ れ ら

と比較検討 した 。

材料 及び方法 ：胎生 及び生後各時 期の ラ ッ

ト 脳 を Zamb ・n　i 液 で 灌流固定後 ， 間接螢光

抗体法に よりSP の 証明を行 っ た。

　結果 ； SP 陽 E，構造 は胎生及び生直後 で若

干数認め られ る もの の SRIF と比べ る と著

しく少ない 。
8P 陽性構造は 生 直後 より「 週齢に

到 るに 従い 徐 々 瞠 の 数及び創 ）強さを増 し ，そ

の 後 ， 陽性構造 は 減弱する 傾 向を示 す 。 下位脳

幹 で 陽性細胞が 認 め咏 た部位は ，縫 線核 ， 網

様体 、三 叉 神経脊髄 路 核 ，
n ．1・ ter 。d・・ snlis

−

te訓 ellti 等 で あり，陽 陸線椎 は 孤束核 s三 叉 神

経 脊髄路核 ， 脚傍核 ， 中創灰白霹掌矚 められた。
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